
8ch AD/DA カード
取扱説明書

品番　WR-ADDAV

このたびは、8ch AD/DA カードをお買い上げいただき、
まことにありがとうございました。

■この説明書と保証書をよくお読みのうえ、正しくお
使いください。
そのあと保存し、必要なときにお読みください。
■保証書は「お買い上げ日・販売店名」などの記入を
必ず確かめ、販売店からお受け取りください。

OUT           　　   +4dB           　　　 IN
 　　　　　　　　　　　　　 

WR-ADDAV

8ch AD/DA Card 10 kΩ 600 Ω 

はじめに

本カードは、オーディオミキサーWR-D01、WR-D100、WR-DA7V（別売品）の拡張スロットに装着する
オプションカードです。本カードは、8チャンネルアナログ入力と8チャンネルアナログ出力を備えてい
ます。

■商品概要

■付属品をご確認ください

取扱説明書（本書）................................................... 1冊
保証書 ........................................................................ 1式
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取り付けかた

注意

取り付けはミキサーの
電源を切ってから行う

感電・故障の原因と
なります。

安全上のご注意
お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、
次のように説明しています。
■表示内容を無視して誤った使い方をしたとき生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

■お守りいただきたい内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

注意 この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定
される」内容です。

この絵表示は、必ず実行していただきたい「強制」内容です。

必ずお守りください

■取扱上のお願い

取り付けかたは、各オーディオミキサー（別売品）の取扱説明書をご参照ください。

●落としたり、強い衝撃を与えない

落としたり、強い衝撃を与えると破損することが
あります。

●カード（基板）上の部品をさわらない

カードには、静電気による敏感な部品を使用して
います。静電気による部品の破壊を防ぐため、カ
ード上の部品に直接手を触れないでください。

●カードにさわるときは

金属製のロッカーなどに手を触れて、人体の静電
気を除去してください。また、必ず前面パネル部
の取手を持つようにしてください。

●異常が発生した場合は

オーディオミキサーの電源を切り、販売店にご連
絡ください。

●専用機器以外に使用しない

本カードは、オーディオミキサーWR-D01、WR-
D100、WR-DA7V（別売品）専用です。他の機器
または、カード単独で使用しないでください。

●取付ねじはしっかりとしめる

カードは取付ねじで、オーディオミキサーにしっ
かりと固定してください。落下などで破損の原因
となります。
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8ch  AD/DA Card

WR-ADDAVOUT IN+4dB
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G : GND 
C : COLD 
H : HOT

A A
55.5 mm以下 

嵌合固定ネジM2x6

 
600 Ω 10 kΩ 

仕様
電源電圧 DC+5 V , DC±15 V
周波数特性 20 Hz ～ 20 kHz +1 / -2 dB（出力 +4 dB  600 Ω）
全高調波歪率 0.1 ％以下　20 Hz ～ 20 kHz（出力 +4 dB  600 Ω）
入力換算ノイズ -73 dB（typ）以下

（ソースインピーダンス 150 Ω, 入力感度+4 dB , DIN  Audio）
ダイナミックレンジ （Fs=48 kHz,  IHF  A  Weighted）

100 dB（typ）DA（Digital  In → Analog  Out）
100 dB（typ）AD（Analog  In → Digital  Out）
97 dB（typ）AD+DA（Analog  In → Analog  Out）

AD変換 20 ビット　 64倍オーバーサンプリング（Input）
DA変換 20 ビット　128倍オーバーサンプリング（Output）
サンプリング周波数 内部 44.1 kHz , 48 kHz

外部 44.1 kHz ±6 ％ , 48 kHz ±6 ％
入力端子　　入力インピーダンス　　ソースインピーダンス　　入力レベル　　使用コネクター　　
INPUT 10 kΩ　　　　　　 600 Ω（ライン） +4 ～ +24 Dsub25ピンマルチ

入力（BAL）
出力端子　　出力インピーダンス　　 負荷インピーダンス　　 出力レベル　　使用コネクター　　
OUTPUT 150 Ω　　　　　　 600 Ω（ライン） +4 ～ +24 Dsub25ピンマルチ

出力（BAL）
寸法 幅 143.5 mm 高さ 24.5 mm 奥行き 234.5 mm
質量 約 350 g

コネクターピン配列
Dsub25ピンのシェルには寸法Aが55.5 mm以下のものをお使いください。

Dsub25ピン適合シェル

故障かな?!
●音が出ない。または音が小さい。

→ミキサー本体の取扱説明者をお読みください。
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修理・お取り扱い・お手入れなどのご相談は・・・
まず、お買い上げの販売店へお申し付けください。

■保証書(別添付)

お買い上げ日・販売店名などの記入を必ず確かめ、お買い上げの販売店からお受け取りください。
よくお読みのあと保存してください。

■補修用性能部品の保有期間

当社は、この8ch AD/DAカードの補修用性能部品を、製造打ち切り後7年保有しています。
注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

■修理を依頼されるとき
まず電源を切ってから、お買い上げの販売店へご連絡ください。
●保証期間中は

保証書の規定に従って、出張修理をさせていただきます。

●保証期間を過ぎているときは

修理すれば使用できる製品については、ご希望により有料で修理させていただきます。

●修理料金の仕組み

修理料金は、技術料・部品代・出張料などで構成されています。
技術料 は、診断・故障箇所の修理および部品交換・調整・修理完了時の点検などの作業にかかる費用です。
部品代 は、修理に使用した部品および補助材料代です。
出張料 は、製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。

保証期間 : お買い上げ日から本体1年間

保証とアフターサービス（よくお読みください）

WR-ADDAV

A8QA5691EN
AM0201-4010
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